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「存立事態」って？
安倍内閣は集団的自衛権行使容認の「閣議決定」で、「他国に対する武力攻撃が

発生」した場合に、「わが国の存立が脅かされ、国民の生命、自由および幸福追求

の権利が根底から覆される明白な危険」が生じれば、集団的自衛権の行使は可能と

しました。法律上、この状態を「存立事態」と定義し、自衛隊法が定める自衛隊の

出動規定を見直すものです。

「存立事態」の根拠には、①「国の存立が脅かされ」と②「国民の生命や権利が

根底から覆される」という二つの要素が含まれています。②の要素は、もともと

「集団的自衛権行使は許されない」とした政府の1972年見解の一部です。個別自

衛を認めるための理由を、ごまかしの「論理」で集団的自衛権行使容認の理屈付け

に「利用」したのです。

また、①の「存立事態」というのは72年にはなかった見解です。内閣法制局は

「国民の権利が根底から覆される」ことと、「国の存立が脅かされる」ことは「実

質は同じ」と説明していますが、「国の存立が

脅かされ」という表現はきわめて漠然としてお

り抽象的です。そのため、集団的自衛権の行使

が無限大に広がる危険をはらんでします。

安倍首相は、26日から始まる予定の通常国

会に自衛隊法、武力攻撃事態法などの改定案を

提出します。ただ、国民の批判が強いため、いっ

せい地方選などへの影響を恐れて、法案提出は

5月の連休明けまで策送りする見通しです。いっ

せい地方選挙でも、「戦争する国への道はすす

むな！」の意志を表しましょう。しんぶん赤旗1月19日付より
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かとう直人・松坂みち子

合同事務所開き

2月1日（日）10時～

中之島（生活相談所）

ぜひお越しください

子どもの医療費
中学校まで無料化を

署名にご協力を

現在、子どもの医療費は、通院は

就学前まで、入院は小学校卒業まで

無料になっています。尾花市長は９

月議会で中学校卒業までの入院の無

料化を検討するとしました。しかし、

慢性疾患のお子さんが小学校に入る

と通院回数が減るという話、他市か

ら越してきた人が夜、お金がいると

知らずに救急に子どもを連れていき、

病院代を支払ったら帰りのタクシー

代がなくなり歩いて帰ったという話

などから、より必要なのは通院の無

料化です。

子育て真っ最中の若い人を応援し

ようと連絡会ができました。日本共

産党も協力しています。ご協力をお

願いします。


